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 モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

まとめ

Agenda
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A system is a combination of interacting 
elements organized to achieve one or more 

stated purposes. *1

システムとは、1つまたは複数の目的を達成するために組織された

相互作用する要素の組み合わせのこと

システムとは?

モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎

※1 INCOSE(International Council of Systems Engineering)による定義
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自動車 E/E エンジニアリングにおける「システム」とは、HPC、IT バックエンド、ゾーン コントローラー、
ECU、センサー、アクチュエーター、電源、ワイヤー ハーネスのネットワーク全体であり、システムを決定し
記述する要求とアーキテクチャが含まれる

自動車エンジニアリングにおけるシステムとは

モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎
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 “System of Systems”を扱い、複雑なシステムの全体像を見ることを支援

 システムの複雑な関係、依存関係、ライフサイクルの明確な把握

ドキュメントベースに比べたモデルベースのシステムズエンジニアリング(MBSE)の優位性

モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎

 正確なトレーサビリティ、完全な透明性、統合された変更管理の基盤

 ステークホルダー要求などの管理、技術要求と安全要求の充足に不可欠

 ドキュメントはテキストベースの「ブラックボックス」である一方、モデルは形式的に定義された詳細なデータモデ
ルに基づく → 一貫性があり完全に透明な、一元管理された情報源(Single Point of Truth)
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PREEvision supports all processes – except 
implementation (Step 7)

モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の主なステップ

モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎

1. システムに対するステークホルダー要求の引き
出し

2. 「問題領域」の分析とシステム要求仕様の導出

3. システムアーキテクチャ設計：システム全体か
ら、充足すべき機能を導出。論理アーキテク
チャでそれらを配置、文書化、モデル化

4. SW要求仕様、HW要求仕様の導出

5. ハードウェアコンポーネントとソフトウェアコ
ンポーネントで構成されるサブシステムへのシ
ステムの分解により、HWアーキテクチャとSW
アーキテクチャを作成/モデル化

6. SW詳細設計、HW詳細設計

7. SW実装、HW実装

8. ベリフィケーション、統合、バリデーション、
デリバリー
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標準仕様 ASPICE

MBSEフレームワーク

モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎

メソドロジー RFLP モデリング言語

標準仕様 ISO26262
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RFLPメソドロジー

モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎

ステークホルダー要求とシステム要求仕様

機能ごとのエンドツーエンドの処理フロー

 センサーからアクチュエーターまで

 入力から出力まで

システム観点での機能処理の統合

論理アーキテクチャ

 システムを論理的な論理制御ブ
ロックで表現
> 複数機能が共通利用するセンサー

> 複数機能が共通利用するアクチュ
エーター

> サブシステム間のインターフェイス

物理アーキテクチャ

 ハードウェア

 ソフトウェア
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ASPICEとRFLP – 標準仕様とメソドロジー

モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎
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モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎

 PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

まとめ

議題
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PREEvision – 統合型ソリューション

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

１つの環境、

１つのユーザーインター
フェイス、

１つの用語

技術要求エンジニアリング

自然言語とモデルで表現

モデル表現の利点：

⚫ システム要求、SW/HW要求に対応する
強力な環境

⚫ エンジニアのための理解しやすく普遍的
な「言語」

⚫ システムを構築する様々な役割のエンジ
ニアにとって、理解の共通基盤であり、
一元管理された情報源(Single Point of 
Truth)

システムズエンジニアリング

モデルを解析／変更し、次のような質問に回答可能：

 このSWCに関連する要求はどれ?

 サブシステムは整合性をもってモデル化されて
いる?

 インターフェイスは抜け漏れなく完全に定義さ
れている？

 このECUを別の場所に移動するとどうなる？

 …

ステークホルダー要求の管理

技術者以外の人に適した自然言語による要
求管理を、PREEvision Requirement 
Text Editor (RTE) などでサポート

システムとコンポーネントを1つのモデルで表現

 完全なトレーサビリティ

 問題、矛盾、誤解、コンセプトレベルの思い違
いを早期に発見

PREEvisionデータモデル
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自動車および分散型組み込みシステム向けメタモデルと機能

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

 約5,000のクラス、約2,600の属性、約3,200 の関係からなる詳細な
自動車および分散型組み込みシステム向けメタモデル

 分散型組み込みシステム向け：
> HW、SWCとシグナル／サービスI/F、DBCベースのCAN通信

 自動車向け：AUTOSAR Classic/Adaptiveベースの
> HW、サービス/SWC、通信(CAN/LIN/Ethernet/FlexRay)

 モデルベースの要求エンジニアリング – システムとコンポーネントを
モデルで記述。一元管理されたモデル(Single Point of Truth) から仕
様書をエクスポート(ReqIF、PDF、MS-Wordなど)。常に最新の状態

 モデルベースの診断仕様 – DTCとそのコンテキストなどをシステム
スコープでモデル化。ECUスコープのCANdelaStudioとのシームレス
な統合

 機能安全対応 ISO26262の完全なモデルベースのサポート(HARA、

FSC、TFC、FTA、FMEA、FMEDAなど)。次ページを参照

 「通常の」要求と安全要求を1つのツールで定義・管理。「通常の」
要求が安全上重要になった場合、およびその逆の場合、取り扱いが容
易

 メタモデルをゼロから作る必要なし➔工数削減、組織内・組織間整合性
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PREEvisionに統合された機能安全ワークフロー

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング
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PREEvisionのトレーサビリティ

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

1. システムに対するステークホルダー要求の引き
出し

2. 「問題領域」の分析とシステム要求仕様の導出

3. システムアーキテクチャ設計：システム全体か
ら、充足すべき機能を導出。論理アーキテク
チャでそれらを配置、文書化、モデル化

4. SW要求仕様、HW要求仕様の導出

5. ハードウェアコンポーネントとソフトウェアコ
ンポーネントで構成されるサブシステムへのシ
ステムの分解により、HWアーキテクチャとSW
アーキテクチャを作成/モデル化

6. SW詳細設計、HW詳細設計

7. SW実装、HW実装

8. ベリフィケーション、統合、バリデーション、
デリバリー
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PREEvisionは「7. 実装」以外の全ステップに対応

14/26



© 2026. Vector Japan Co., Ltd. All rights reserved. | For Public Use. | V1.1 | 2026-01-15

 ASPICE準拠のプロセスでは、システム要素が統合され、システ
ム/SW/HW要求のベリフィケーション、ステークホルダー要求の
バリデーションがなされる

PREEvisionのトレーサビリティ

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

ASPICE のトレーサビリティ

RFLPのトレーサビリティ

 RFLPメソドロジーは、ステークホルダー要求からシステム要求、
論理機能、HW/SWコンポーネントまで、双方向の垂直トレーサ
ビリティを確立するのに役立つ

 PREEvisionでは、テスト仕様と個々のテスト項目をVプロセスの
左側にあるシステム/SW/HW要求にリンク

例 “システムテスト仕様” “システム要求":

 RFLPメソドロジーとPREEvisionデータモデルのマッピング：次
ページ参照
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PREEvisionにおけるRFLPメソドロジー

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

R

L

F

P

P

P

F

16/26



© 2026. Vector Japan Co., Ltd. All rights reserved. | For Public Use. | V1.1 | 2026-01-15

PREEvisionのSysML対応

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング
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PREEvision Systems Engineering Explorer

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

エクスプローラーのカテゴリ

「システムアーキテクチャ」全
体の「ステークホルダー要求」
から「SW/HW詳細設計」まで
シームレスに対応

トレーサビリティエディター ...

「Link to System Requirements」

…を選択すると垂直トレーサビリティを表示

「トレーサビリティ エディター」のハイライトで、
トレーサビリティの欠如などをわかりやすく表示
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PREEvision Systems Engineering Explorer

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

エクスプローラーのカテゴリ

「システムアーキテクチャ」全
体の「ステークホルダー要求」
から「SW/HW詳細設計」まで
シームレスに対応

トレーサビリティエディター ...

「Link to Test Specification」

…を選択すると水平トレーサビリティを表示

「トレーサビリティ エディター」のハイライトで、
トレーサビリティの欠如などをわかりやすく表示
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PREEvisionによるテストエンジニアリングとテスト管理：ワークフロー

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

CANoe:ネットワーク通信のシミュレーション・
モニタリングツール
テスト機能により、ECUの通信・デジタ
ル/アナログ入出力の自動テストが可能

vTESTstudio:CANoeテストケースの編集ツール
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 協調設計支援のためのPREEvision製品Edition Team Edition

 クライアント・サーバー ベース：設計データを格納するサーバーに、複数ユーザーが複数の拠点からアクセス可能

 バージョン管理、変更履歴管理

 変更管理

 ライフサイクル管理（応用例：設計変更の承認フロー定義）

 アクセス権管理（Roles & Rights）

 複数ユーザーによる協調設計に必須

 サーバーの所在

 オンプレミス＝ユーザー企業が用意

 ベクターによるホスティング

複数ユーザーによる協調設計の支援

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

PREEvision

クライアント

PREEvision

サーバー

21/26



© 2026. Vector Japan Co., Ltd. All rights reserved. | For Public Use. | V1.1 | 2026-01-15

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

Backup: ベクターAUTOSARツールチェーン

Custom
Extract

AUTOSARシステム設計

通信設計

PREEvision

RTE/BSW コンフィギュレーショ

DaVinci
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モデルベースシステムズエンジニアリング(MBSE)の基礎

PREEvisionによるモデルベースシステムズエンジニアリング

 まとめ

議題
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PREEvision – システムズエンジニアリングのための総合的ソリューション

統合型

ソリューション

まとめ

MBSE

エコシステム

対応

 モデリング言語 SysMLに対応。必要なすべてのエディター（例：アクティビティ図、
シーケンス図）を装備

 RFLPのようなメソドロジーに対応

自動車

システム対応

 ASPICEやISO26262などの標準仕様に対応

 シミュレーション、コード生成に、AUTOSARツールチェーンとして対応

 市場の他のソリューションと比較し、PREEvisionは統合された「ワンツールソリュー
ション」を提供

 システム／SW／HW各領域の要求、設計、テスト仕様の定義

 バージョン管理、バリアント管理、変更管理、ライフサイクル管理を統合

分散型組み込み

システム対応

 システム／SW／HW用メタモデル

 DBCベースのCAN通信を含む

 メタモデルをゼロから作る必要なし➔工数削減、組織内・組織間整合性
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無償トライアル

まとめ

ホワイトペーパー

 https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-
z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-
systems-engineering/

デモ動画、無償トライアル環境申込み（トライアル用のクラ
ウド上仮想PCへのアクセス）

 https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-
z/software/preevision/systems-engineering/rflp/

25/26

https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/knowledge-hub/white-paper-systems-engineering/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/systems-engineering/rflp/demo-trial/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/systems-engineering/rflp/demo-trial/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/systems-engineering/rflp/demo-trial/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/systems-engineering/rflp/demo-trial/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/systems-engineering/rflp/demo-trial/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/systems-engineering/rflp/demo-trial/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/systems-engineering/rflp/demo-trial/
https://www.vector.com/jp/ja/products/products-a-z/software/preevision/systems-engineering/rflp/demo-trial/


© 2026. Vector Japan Co., Ltd. All rights reserved. Any distribution or copying is subject to prior written approval by Vector. V1.1 | 2026-01-15

ベクター・ジャパン株式会社
www.vector.com/jp/ja/

 営業部および各種お問い合わせ（Eメール）

 サポートリクエスト

※記載内容については予告なく変更されることがありますので、あらかじめご了承ください。
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